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は
じ
め
に

「
盆
山
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
人
は
何
を
想
像
す
る
だ
ろ
う
。『
日
本
国
語
大
辞

典
』を
ひ
い
て
み
る
と
、「
①
庭
な
ど
に
砂
礫
な
ど
を
積
ん
で
築
い
た
小
さ
な
山

②

箱
庭
・
盆
栽
な
ど
に
造
っ
た
山
」
と
あ
る
。
し
か
し
「
盆
山
」
の
語
は
、
平
安
後
期

か
ら
江
戸
後
期
に
い
た
る
ま
で
多
義
的
な
使
用
法
が
な
さ
れ
て
い
る
。
石
そ
の
も
の

を
さ
す
場
合
も
あ
れ
ば
、
鉢
植
え
さ
れ
た
植
物
を
指
す
場
合
も
あ
っ
た
。
江
戸
期
に

は
砂
と
石
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
現
在
の
水
石
と
同
じ
意
味
で
「
盆
山
」
の
語
が
使

用
さ
れ
た
場
合
も
み
え
るq

。『
古
事
類
苑
』
に
は
「
盆
石
」
の
項
が
あ
り
、
現
在
の

「
水
石
」
の
語
に
近
い
江
戸
時
代
の
盆
石
の
記
載
の
な
か
に
混
じ
っ
て
、
室
町
時
代

の
盆
山
の
記
事
が
わ
ず
か
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
室
町
時
代
末
期
の
『
日
葡
辞
書
』

に
は
「B

on
san

日
本
人
が
緑
の
苔
を
つ
け
た
り
、
何
か
小
さ
な
木
を
植
え
つ
け

た
り
し
て
、
水
面
に
浮
か
ぶ
小
さ
な
岩
の
よ
う
な
格
好
に
つ
く
る
、
あ
る
種
の
石
や

自
然
木
の
材
」
と
あ
り
、
現
在
で
い
う
石
付
き
盆
栽
を
「
盆
山
」
と
呼
ん
で
い
た
事

例
も
あ
る
。
室
町
末
期
の
「
盆
山
」
は
、
美
術
的
視
線
に
よ
っ
て
鑑
賞
さ
れ
る
”石

“
そ
の
も
の
を
め
ぐ
っ
て
錯
綜
し
て
い
た
状
態
に
あ
り
、
そ
の
整
理
は
現
在
に
い
た

る
ま
で
な
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
あ
るw

。

室
町
時
代
の
「
盆
山
」
に
関
す
る
研
究
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。
園
芸
史
の
分
野

か
ら
岩
佐
亮
二
氏
が
、
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
か
ら
盆
栽
の
ル
ー
ツ
を
さ
ぐ
ろ
う
と
し

た
『
盆
栽
文
化
史
』e

の
な
か
で
、
盆
栽
の
語
の
変
化
と
そ
の
実
態
を
整
理
し
、
室
町

時
代
に
つ
い
て
は
禅
僧
の
愛
玩
、
足
利
義
政
の
石
付
き
盆
栽
と
し
て
の
盆
山
愛
好
が

触
れ
ら
れ
て
い
る
。
丸
島
秀
夫
氏
は
『
日
本
盆
栽
盆
石
史
考
』
に
お
い
てr

、
禅
僧
の

盆
山
愛
好
を
五
山
文
学
の
詩
か
ら
分
析
し
た
ほ
か
、
足
利
義
政
と
禅
僧
の
盆
山
愛
玩

に
つ
い
て
も
『
蔭
涼
軒
日
録
』
の
記
載
か
ら
詳
し
く
考
察
し
、「
盆
山
」
を
中
国
渡

来
の
文
化
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
盆
栽
と
立
花
や
庭
園
植
栽
と
の
比
較
を
こ
こ
ろ

み
た
研
究
も
数
編
あ
る
がt

、
史
料
は
非
常
に
少
な
く
、
ま
た
研
究
の
対
象
が
変
化

（
盆
栽
や
庭
園
は
遺
構
、
遺
物
が
あ
っ
て
も
植
物
の
成
長
、
天
災
、
人
為
的
改
作
、
補
修
に
よ

っ
て
変
化
し
て
し
ま
う
）
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
諸
説
が
錯
綜
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

山
科
言
国
の
日
記
『
言
国
卿
記
』
や
大
沢
久
守
ら
山
科
家
に
仕
え
た
家
礼
た
ち
が

書
き
つ
い
だ
『
山
科
家
礼
記
』
に
は
（
以
下
本
論
で
は
『
言
国
卿
記
』
と
『
山
科
家
礼
記
』

を
総
称
し
て
『
山
科
家
記
録
』
と
す
る
）、
石
付
盆
栽
と
し
て
の
「
盆
山
」
の
記
事
が
多

く
登
場
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
で
は
ま
っ
た
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
山
科
家
記
録
に
は
あ
る
時
期
に
「
ホ
ク
」
と
い
う
言
葉
も
多
く
登
場

す
る
。
こ
の
「
ホ
ク
」
を
河
原
者
が
作
成
し
た
記
事
が
あ
り
、
河
原
者
の
生
業
研
究

の
一
環
と
し
て
着
目
さ
れ
た
。
川
嶋
将
生
は
「
ホ
ク
」
を
連
歌
の
発
句
と
考
えy

、
丹

生
谷
哲
一
氏
は
「
ホ
ク
」
は
重
陽
の
節
句
の
際
に
長
寿
を
願
う
菊
の
こ
と
だ
し
て
い

るu

。
こ
の
両
説
は
い
ず
れ
も
河
原
者
の
存
在
形
態
の
解
明
を
主
目
的
と
し
て
お
り
、

山
科
家
記
録
自
体
の
史
料
的
価
値
、
特
に
文
化
史
の
史
料
と
し
て
の
意
義
を
十
分
に

咀
嚼
し
た
と
は
言
い
難
いi

。
さ
ら
に
、
後
土
御
門
天
皇
期
の
禁
裏
の
文
化
的
環
境
の

考
察
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
研
究
状
況
に
あ
っ
て
、「
ホ
ク
」
と
い
う
言
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葉
が
さ
す
も
の
を
誤
っ
て
比
定
し
て
い
る
。
山
科
家
記
録
に
登
場
す
る
「
ホ
ク
」
と

「
盆
山
」
に
関
す
る
史
料
を
詳
細
に
分
析
す
る
と
、「
ホ
ク
」
と
「
盆
山
」
は
同
一
の

も
の
で
あ
り
、
あ
る
特
定
の
時
期
に
お
い
て
「
ホ
ク
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
も
の
が

「
盆
山
」
と
い
う
呼
称
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

本
論
で
は
、
ま
ず
山
科
家
記
録
に
あ
ら
わ
れ
る
「
ホ
ク
」
と
「
盆
山
」
が
同
一
の

も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
、
そ
の
呼
称
の
変
化
の
理
由
を
後
土
御
門
天
皇
期
の
禁

裏
の
文
化
的
環
境
の
変
化
か
ら
考
察
す
る
。
そ
の
上
で
山
科
家
記
録
に
み
え
る
「
盆

山
」
を
め
ぐ
っ
て
、
特
に
「
盆
山
」
を
作
成
し
た
人
々
に
焦
点
を
あ
て
て
、
盆
山
の

社
会
的
位
置
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ま
た
、「
盆
山
」
は
山
科
家
に
と
っ
て
周
囲
と
の
交
流
や
禁
裏
で
の
活
動
を
も
た

ら
す
も
の
で
も
あ
り
、
山
科
家
記
録
に
お
け
る
「
盆
山
」
を
め
ぐ
る
人
的
・
物
的
交

流
を
明
ら
か
に
し
、
中
世
末
期
の
一
中
級
公
家
に
と
っ
て
の
「
盆
山
」
が
果
た
し
た

役
割
に
つ
い
て
も
考
察
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

第
一
章
　
「
ホ
ク
」
と
「
盆
山
」

丹
生
谷
哲
一
氏
は
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
九
月
八

日
条
「
き
く
の
御
な
か
く
ら
の
頭
よ
り
ま
い
る
。
ほ
く
は
い
つ
も
の
ご
と
く
御
庭
の

物
う
ゆ
る
」
と
い
う
記
載
と
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
九
月
八
日
条
の
「
き
く
の
御

な
か
ま
い
る
。
き
く
大
こ
く
う
へ
ま
い
ら
せ
ら
る
る
」
と
い
う
記
載
の
類
似
性
か
ら
、

「
ほ
く
」
は
菊
作
り
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
たo

。
し
か
し
、
重
陽
の
節
句
の
時

期
に
あ
ら
わ
れ
た
事
例
が
ほ
か
に
確
認
で
き
ず
、
文
明
期
の
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』

に
あ
ら
わ
れ
る
他
の
「
ほ
く
」
の
語
を
み
て
み
る
と
、
文
明
十
一
年
九
月
十
二
日
条

「
ほ
く
つ
く
り
め
し
て
木
う
へ
さ
せ
ら
る
る
」
文
明
十
一
年
九
月
二
十
六
日
条
「
せ

ん
か
う
（
禅
閤
＝
一
条
兼
良
）
よ
り
御
ほ
く
の
木
と
も
ま
い
る
」（
括
弧
内
は
引
用
者
註
、

以
下
適
宜
語
を
補
う
場
合
は
括
弧
で
示
す
）
文
明
十
二
年
六
月
六
日
条
「
中
山
よ
り
ほ

く
の
石
ま
い
る
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
木
や
石
に
関
係
す
る
記
載
を
と
も
な
っ
て
い

る
。本

章
で
は
山
科
家
記
録
に
み
え
る
「
ホ
ク
」
に
関
す
る
記
載
を
再
検
討
し
、「
ホ

ク
」
の
実
像
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
と
と
も
に
、「
ホ
ク
」
が
「
盆
山
」
と
同
一
の

も
の
で
あ
る
と
い
う
仮
説
を
検
証
し
、
呼
称
の
変
化
の
背
景
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

第
一
節
　
「
ホ
ク
」
と
「
盆
山
」
の
実
態

そ
も
そ
も
「
ホ
ク
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
。『
言
国
卿
記
』
に
お

け
る
「
ホ
ク
」
の
初
出
は
、
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
六
月
二
十
四
日
条
「
一
、
今

日
御
ホ
ク
ノ
木
ヲ
予
ニ
ウ
ヘ
サ
せ
ラ
ル
」
で
あ
っ
て
、
後
土
御
門
天
皇
の
仰
に
よ
っ

て
、
山
科
言
国
が
「
ホ
ク
」
に
木
を
つ
け
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
以
降
、「
ホ
ク
」

に
対
し
て
の
作
業
を
み
て
み
る
と
、「
一
、
御
前
ニ
テ
ホ
ク
ノ
石
ヲ
ツ
ク
ラ
せ
ラ
レ
、

木
ヲ
ウ
ヘ
サ
せ
ラ
レ
了
」!0

「
一
、
滋
野
井
御
チ
ャ
ク
タ
ウ
（
着
到
）
ニ
祗
候
也
、
下

ス
カ
タ
ニ
テ
也
、
南
向
御
庭
ヘ
メ
サ
レ
、
ホ
ク
ノ
石
ヲ
ツ
ク
ラ
せ
ラ
レ
、
せ
キ
シ
ヤ

ウ
（
石
菖
）
ヲ
ウ
ヘ
サ
せ
ラ
レ
了
、
予
モ
色
々
物
共
ヲ
石
ニ
付
了
」!1

と
あ
る
よ
う
に

「
ホ
ク
」
は
石
に
木
や
石
菖
な
ど
の
植
物
を
つ
け
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、

「
今
日
ホ
ク
ノ
水
共
、
予
ニ
カ
ヘ
サ
せ
ラ
ル
也
」!2

と
「
ホ
ク
」
に
水
遣
り
を
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
ホ
ク
」
に
つ
け
ら
れ
た
植
物
は
恒
久
的
に
育
成
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
ら
の
「
ホ
ク
」
に
関
す
る
作
業
は
山
科
言
国
が
禁
裏
で
行
っ
た
も
の
で
あ
る

が
、
禁
裏
の
庭
に
「
ホ
ク
」
は
常
に
庭
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
言
国
卿
記
』
文
明
十
三
年
四
月
二
十
二
日
条
に
は
「
一
、
甘
露
寺
番
代
ニ
参
内
也
、

西
向
御
庭
ノ
木
石
ヲ
ナ
オ
サ
せ
ラ
ル
ル
也
、
以
予
被
仰
付
畢
、
御
タ
イ
ク
ニ
ホ
ク
ノ

臺
事
、
以
予
被
仰
付
サ
せ
ラ
レ
畢
」
と
あ
っ
て
、
庭
の
作
業
と
と
も
に
「
ホ
ク
」
の

台
の
こ
と
を
沙
汰
し
て
お
り
、『
言
国
卿
記
』
文
明
八
年
五
月
十
八
日
条
に
は
「
一
、
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今
日
松
木
、
予
両
人
御
タ
イ
ク
ニ
御
ホ
ク
ノ
ヲ
ホ
イ
ヲ
見
サ
せ
了
」
と
あ
っ
て
、
日

覆
い
の
沙
汰
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
ホ
ク
」
は
い
ず
れ
も
庭
先
に
お
か
れ
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
山
科
家
礼
記
』
に
お
い
て
も
「
ホ
ク
」
の
語
は
登
場
す
る
。『
山
科
家
礼
記
』

に
お
け
る
ホ
ク
の
初
出
は
『
山
科
家
礼
記
』
文
明
十
二
年
四
月
四
日
条
「
一
、
今
朝

禁
裏
ほ
く
庭
共
一
見
申
之
」
で
あ
り
、
禁
裏
の
庭
の
「
ホ
ク
」
を
み
て
い
る
。『
山

科
家
礼
記
』
文
明
十
二
年
五
月
十
五
日
条
に
は
、「
一
、
石
ニ
て
ホ
ク
一
予
仕
出
之
」

と
あ
っ
て
石
で
「
ホ
ク
」
を
作
成
し
て
い
る
。
ま
た
、『
山
科
家
礼
記
』
文
明
十
二

年
九
月
二
十
六
日
条
に
は
「
一
、
ほ
く
の
い
し
二
上
候
。
禁
裏
へ
ま
い
る
也
」
と
あ

っ
て
、「
ホ
ク
」
の
石
を
禁
裏
に
進
上
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
「
ホ
ク
」
に
関
す
る
史
料
は
、
重
陽
の
季
節
と
は
無
関
係
に
あ
ら
わ
れ

て
お
り
、
菊
と
の
関
係
を
う
か
が
わ
せ
る
史
料
も
管
見
の
限
り
存
在
し
な
い
。「
ホ

ク
」
は
石
に
何
ら
か
の
植
物
を
付
け
て
庭
で
育
成
し
恒
常
的
に
鑑
賞
し
て
い
る
も
の

で
あ
っ
て
、
石
付
盆
栽
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
ほ
う
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。『
お
湯

殿
の
上
の
日
記
』
に
お
け
る
「
ほ
く
」
の
語
に
木
や
石
の
記
載
が
多
い
こ
と
も
そ
の

証
左
と
な
ろ
う
。
丹
生
谷
氏
が
「
ほ
く
」
＝
菊
の
推
察
の
根
拠
と
さ
れ
た
史
料
も
、

「
ホ
ク
」
作
成
に
関
与
し
た
御
庭
者
が
「
い
つ
も
の
こ
と
く
」「
ホ
ク
」
を
作
成
し
た

も
の
と
解
釈
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
同
じ
石
付
盆
栽
を
さ
す
言
葉
と
し
て
『
言
国
卿
記
』
に
は
「
盆
山
」

の
語
も
登
場
す
る
。
冒
頭
に
あ
げ
た
『
日
葡
辞
書
』
の
い
う
「
盆
山
」
の
意
義
と
同

一
の
用
法
で
あ
る
。『
言
国
卿
記
』
文
明
十
三
年
七
月
五
日
条
に
は
、「
一
、
御
庭
者

三
人
参
、
御
盆
山
木
、
御
庭
木
共
カ
サ
ヲ
ユ
ヒ
畢
」
と
あ
り
、「
笠
を
結
う
」
と
い

う
作
業
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
日
覆
い
を
作
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、「
ホ
ク
」

に
施
し
た
作
業
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
。「
ホ
ク
」
に
対
し
て
な
さ
れ
た
石
に
木
や

植
物
を
つ
け
る
と
い
う
作
業
も
、「
御
盆
山
ニ
木
ヲ
被
付
度
之
由
被
仰
也
、
付
進
上

之
、
其
用
被
召
云
々
」!3

「
一
、
御
盆
山
ニ
木
ヲ
予
ニ
ウ
ヘ
カ
ヘ
サ
せ
ラ
レ
畢
」!4

「
一
、

禁
裏
へ
一
昨
日
被
仰
下
御
石
ニ
竹
ヲ
付
遣
之
、
持
之
進
上
也
、
事
外
御
ホ
ウ
ヒ
也
、

見
事
ナ
ル
由
仰
被
下
畢
」!5

の
よ
う
な
事
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
ホ
ク
」

と
盆
山
に
施
さ
れ
た
作
業
は
石
に
植
物
を
つ
け
、
育
成
す
る
と
い
う
点
で
一
致
し
て

お
り
、
同
じ
も
の
を
さ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
山
科
家
礼
記
』
に
お
い
て
は
、
文
明
十
二
年
八
月
十
九
日
条
「
一
、
禁
裏
盆
山

石
二
進
上
候
」、
文
明
十
二
年
八
月
二
十
一
日
条
「
一
、
盆
山
五
予
沙
汰
出
之
、
一

京
へ
、
難
波
殿
所
望
也
」
な
ど
、
盆
山
の
語
は
「
ホ
ク
」
の
語
と
同
時
期
に
使
用
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
翌
文
明
十
三
年
に
は
「
ホ
ク
」「
盆
山
」
に
関
す
る
記
事
が
な

く
、
文
明
十
八
年
分
に
な
る
と
「
盆
山
」
の
語
は
み
え
る
も
の
の
、「
ホ
ク
」
の
語

は
み
え
な
く
な
る
。
と
こ
ろ
が
『
言
国
卿
記
』
に
お
い
て
は
、「
ホ
ク
」
の
語
は
文

明
十
三
年
四
月
二
十
二
日
条
の
史
料
を
最
後
に
み
え
な
く
な
る
一
方
で
、
文
明
十
三

年
五
月
十
日
条
に
は
「
御
庭
者
盆
山
石
事
申
付
了
」
と
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
「
盆
山
」

の
語
が
登
場
し
、
一
方
で
「
ホ
ク
」
の
語
は
ま
っ
た
く
登
場
し
な
く
な
る
。『
山
科

家
礼
記
』
に
お
い
て
は
、「
ホ
ク
」
と
盆
山
の
語
は
混
在
状
態
で
あ
っ
た
も
の
の
、

『
言
国
卿
記
』
に
お
け
る
「
ホ
ク
」
か
ら
「
盆
山
」
へ
の
用
語
の
変
化
は
「
ホ

ク
」
＝
「
盆
山
」
説
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
呼
称
の
変
化
に
、
ど
の
よ

う
な
背
景
が
あ
っ
た
の
か
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
二
節
　
文
明
十
三
年
と
い
う
”状
況
“

『
言
国
卿
記
』
に
お
け
る
「
ホ
ク
」
か
ら
「
盆
山
」
へ
の
呼
称
の
変
化
は
、
文
明

十
三
年
（
一
四
八
一
）
の
四
月
〜
五
月
と
い
う
時
期
に
鮮
明
に
現
わ
れ
る
。
こ
の
呼

称
の
変
化
は
、『
言
国
卿
記
』
に
あ
ら
わ
れ
る
盆
山
の
記
事
の
ほ
と
ん
ど
が
禁
裏
に

お
け
る
盆
山
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。応

仁
・
文
明
の
乱
勃
発
の
直
後
か
ら
、
後
土
御
門
天
皇
と
後
花
園
上
皇
は
室
町
殿

824
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山
科
家
記
録
に
お
け
る
「
ホ
ク
」
と
「
盆
山
」

に
避
難
し
、
さ
ら
に
文
明
八
年
十
一
月
二
十
四
日
に
室
町
殿
が
炎
上
し
た
た
め
、
天

皇
は
日
野
富
子
の
母
苗
子
の
住
ま
い
で
あ
っ
た
北
小
路
殿
に
避
難
し
て
い
る
。
後
土

御
門
天
皇
が
禁
裏
に
還
御
し
た
の
は
文
明
十
一
年
十
二
月
七
日
、
約
十
三
年
間
の
避

難
生
活
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
、
朝
儀
は
衰
退
し
、
公
家
衆
の
な
か
に
は
在
国
す
る
も

の
も
多
か
っ
た
が!6

、
土
御
門
内
裏
に
還
御
し
た
後
も
、
朝
儀
は
容
易
に
は
復
興
で
き

ず!7

、
公
家
衆
の
在
国
も
容
易
に
は
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
く

中
で
、”禁
裏
“と
い
う
文
化
的
環
境
は
大
き
く
変
質
し
て
い
く
が
、
文
明
十
三
年
と

い
う
年
は
、
応
仁
・
文
明
の
乱
以
前
の
文
化
的
状
況
と
は
ま
っ
た
く
異
質
の
文
化
的

空
間
が
形
成
さ
れ
始
め
る
端
緒
と
な
っ
た
メ
ル
ク
マ
ー
ル
的
事
象
が
確
認
さ
れ
る
。

後
土
御
門
天
皇
は
、
応
仁
・
文
明
の
乱
が
収
束
の
気
配
を
み
せ
は
じ
め
る
文
明
十

年
（
一
四
七
八
）
六
月
か
ら
二
十
五
日
月
次
連
歌
御
会
を
開
始
す
る
が
、
文
明
十
三

年
二
月
に
は
禁
裏
に
お
い
て
は
じ
め
て
千
句
連
歌
御
会
が
催
さ
れ
た!8

。
正
月
か
ら
勝

仁
親
王
（
の
ち
の
後
柏
原
天
皇
）
の
月
次
連
歌
御
会
が
、
七
月
か
ら
関
白
近
衛
政
家
や

左
大
臣
西
園
寺
実
遠
の
提
唱
に
よ
っ
て
月
次
和
漢
聯
句
御
会
も
開
始
さ
れ
て
、
連
句

文
芸
が
驚
異
的
な
隆
盛
を
み
せ
て
い
く
端
緒
の
年
で
あ
っ
た!9

。
ま
た
、
文
明
十
三
年

三
月
十
三
日
に
は
、「
今
夕
禁
裏
手
猿
楽
候
、
く
す
し
竹
田
の
子
、
備
中
守
護
被
官
、

御
台
御
中
間
、
さ
い
も
く
う
り
、
下
ゝ
司
な
と
仕
候
」@0

と
あ
る
よ
う
に
、
禁
裏
に
お

い
て
の
乱
後
は
じ
め
て
の
手
猿
楽
興
行
が
、
医
師
竹
田
定
盛
の
関
係
者
の
様
々
な
出

自
を
も
つ
も
の
に
よ
っ
て
演
ぜ
ら
れ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
禁
裏
と
い

う
”場

“
が
様
々
な
出
自
を
も
つ
も
の
が
参
入
す
る
文
化
的
環
境
へ
と
変
化
し
て
い

た
こ
と
が
伺
わ
れ
よ
う@1

。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
に
あ
っ
て
、
特
に
「
ホ
ク
」
か
ら
盆
山
へ
の
呼
称
の
変
化

と
深
い
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
事
象
は
和
漢
聯
句
御
会
の
盛
行
で
あ
る
。
和

漢
聯
句
は
連
歌
の
一
変
形
で
和
句
と
漢
句
を
織
り
交
ぜ
て
百
韻
を
お
り
あ
げ
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
和
漢
聯
句
の
盛
行
に
特
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
南

禅
寺
住
持
の
蘭
坡
景

で
あ
っ
た
。
蘭
坡
景

の
禁
裏
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
は

朝
倉
尚
氏
の
論
考
に
詳
し
い
が@2

、
文
明
十
年
か
ら
後
土
御
門
天
皇
へ
三
体
詩
談
議
を

行
っ
て
お
り@3

、
蘭
坡
の
参
内
と
談
義
は
禁
裏
に
お
け
る
漢
詩
文
好
尚
の
基
礎
を
作
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ@4

、
以
降
禁
裏
へ
の
五
山
禅
僧
の
参
内
が
増
加
し
、
和
漢
聯
句
御

会
も
盛
行
す
る@5

。
す
で
に
丸
島
秀
夫
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
禅
僧
は
大
陸
文
化

の
影
響
か
ら
小
型
の
植
物
を
鉢
植
に
し
て
側
に
お
い
て
愛
好
し
て
お
り
、
盆
山
を
詠

ん
だ
漢
詩
が
多
く
残
さ
れ
、
ま
た
『
蔭
涼
軒
日
録
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
五
山
禅
寺

に
は
多
く
の
「
盆
山
」
が
育
成
さ
れ
、
足
利
義
政
も
「
盆
山
」
を
召
し
上
げ
て
い
る@6

。

五
山
禅
僧
と
の
文
化
的
交
流
の
な
か
に
あ
っ
て
、「
ホ
ク
」
と
い
う
呼
称
よ
り
も
盆

山
と
い
う
呼
称
が
禁
裏
に
お
い
て
一
般
化
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
環
境
に
あ
っ
て
の
言
国
の
位
置
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
禁
裏

に
お
い
て
は
文
明
十
七
年
か
ら
月
次
内
々
和
漢
聯
句
御
会
も
開
始
さ
れ
、
和
漢
聯
句

は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
月
次
御
会
に
お
い
て
も
、
臨
時
の
御

会
に
お
い
て
も
、
言
国
が
和
漢
聯
句
御
会
に
連
衆
と
し
て
加
わ
っ
た
記
録
は
ま
っ
た

く
み
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、『
言
国
卿
記
』
を
通
読
し
て
み
て
も
漢
詩
文
に

関
す
る
記
事
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。『
言
国
卿
記
』
に
は
相
国
寺
聯

輝
軒
の
禅
僧
が
登
場
す
る
も
の
の
、
こ
れ
は
荘
園
の
年
貢
請
負
に
関
す
る
も
の
で
あ

り@7

、
言
国
に
は
漢
詩
お
よ
び
漢
籍
に
関
す
る
素
養
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
禅
僧
と
の
交

遊
も
さ
ほ
ど
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
公
家
日
記
の
多
く
が
漢
文
体
で
記

さ
れ
て
い
る
が
、『
言
国
卿
記
』
も
『
山
科
家
礼
記
』
も
和
文
体
で
記
さ
れ
て
い
る@8

。

言
国
が
盆
山
を
「
ホ
ク
」
と
記
し
て
い
た
の
は
、
石
に
小
型
の
植
物
を
つ
け
て
作
成

さ
れ
た
も
の
が
、
日
本
固
有
の
呼
称
と
し
て
「
ホ
ク
」
と
呼
び
習
わ
さ
れ
て
い
た
可

能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。『
山
科
家
礼
記
』
に
お
け
る
呼
称
の
混
在
も
そ

の
形
跡
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

従
来
の
盆
栽
史
に
お
い
て
は
、
盆
栽
は
平
安
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
大
陸
か
ら
渡
来
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
文
字
史
料
に
お
い
て
明
確
に
盆
栽
の
存
在
を
示
す

史
料
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
禅
僧
の
漢
詩
以
外
で
文
字
史
料
に
あ
ら
わ
れ
る
最
も
早



い
時
期
の
盆
栽
は
、
室
町
中
期
頃
の
作
か
と
推
定
さ
れ
る
謡
曲
「
鉢
木
」
で
あ
る
が
、

そ
の
な
か
に
お
い
て
も
「
は
ち
の
き
」
が
盆
栽
の
呼
称
で
あ
っ
た@9

。
盆
栽
の
多
様
な

呼
称
の
存
在
を
考
え
る
余
地
は
大
き
く
残
さ
れ
て
い
る
と
私
は
考
え
る
。

著
名
な
文
明
十
二
年
八
月
の
禅
林
応
制
詩
も
蘭
坡
景

へ
の
下
命
に
よ
っ
て
な
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
和
の
文
化
と
漢
の
文
化
の
融
合
が
”東
山
文
化
“の
ひ
と
つ
の
潮

流
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る#0

。
禁
裏
に
お
い
て
隆
盛
し
た
和
漢
聯
句
は
、
ま
さ
に
和
と

漢
が
融
合
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
山
科
言
国
は
直
接
的
な
”和
漢
融
合
“の
流
れ
と
は

距
離
が
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
。
応
仁
・
文
明
の
乱
に
よ
り
弛
緩
し
た
と
は
い
え
身
分

的
規
制
が
多
く
残
存
し
た
禁
裏
と
い
う
”場

“に
お
い
て
、
様
々
な
出
自
を
持
つ
も
の

が
多
様
な
文
化
事
象
を
持
ち
込
ん
で
い
く
な
か
に
あ
っ
て
、
人
と
人
と
の
交
遊
が
無

条
件
に
な
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
拙
稿
で
明
ら
か
に
し
た
「
た
て
花
」
の
受

容
過
程
に
お
い
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う#1

。「
ホ
ク
」
か
ら
「
盆
山
」
へ
の
呼
称
の
変

化
は
、
同
じ
も
の
で
あ
り
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
的
環
境
に
お
い
て
呼
称
が
相
違

し
た
も
の
が
、
ひ
と
つ
の
”場

“を
通
じ
て
間
接
的
に
融
合
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
名
称

が
統
一
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。

※

『
言
国
卿
記
』
に
あ
ら
わ
れ
る
「
ホ
ク
」
か
ら
盆
山
へ
と
い
う
呼
称
の
変
化
が
、

禁
裏
と
い
う
文
化
的
環
境
の
質
的
変
化
に
と
も
な
っ
て
あ
ら
わ
る
も
の
と
と
ら
え
ら

れ
る
な
ら
ば
、
盆
山
を
愛
好
す
る
と
い
う
文
化
が
、
様
々
な
階
層
に
広
ま
っ
て
い
た

こ
と
を
予
期
さ
せ
る
。
次
章
で
は
、
盆
山
を
作
成
し
た
人
々
に
照
点
を
あ
て
な
が
ら
、

盆
山
の
社
会
的
位
相
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

第
二
章
　
盆
山
を
つ
く
る
人
々

従
来
の
盆
栽
史
に
お
い
て
は
、
五
山
禅
僧
の
漢
詩
や
『
蔭
涼
軒
日
録
』
に
登
場
す

る
盆
山
に
関
す
る
史
料
が
注
目
さ
れ
、
禅
林
に
お
け
る
盆
山
愛
好
や
足
利
将
軍
家
の

愛
好
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
山
科
家
記
録
に
登
場
す
る
ホ
ク
・
盆
山

に
関
す
る
史
料
は
全
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
丹
生
谷
哲
一
氏
や
川
嶋

将
生
氏
な
ど
が
河
原
者
と
盆
山
の
関
わ
り
か
ら
と
り
あ
げ
て
は
い
る
も
の
の
、
盆
山

作
成
の
具
体
的
様
相
に
ま
で
は
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。
山
科
家
記
録
に
は
、
盆
山
の

育
成
・
管
理
に
ま
つ
わ
る
作
業
の
記
載
が
あ
り
、
盆
山
の
作
成
に
関
与
し
た
多
く
の

人
物
も
登
場
す
る
。
本
章
で
は
、
盆
山
を
つ
く
る
人
々
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
当
時

の
社
会
に
お
け
る
盆
山
の
位
相
を
考
え
て
み
た
い
。

第
一
節
　
山
科
言
国
と
禁
裏
の
盆
山

従
来
の
研
究
で
は
、
後
土
御
門
天
皇
へ
足
利
義
政
が
盆
山
を
献
上
し
た
こ
と
が
注

目
さ
れ
て
き
た
が#2

、『
言
国
卿
記
』
に
あ
ら
わ
れ
る
「
ホ
ク
」
・
盆
山
に
関
す
る
記
載

の
大
半
は
後
土
御
門
天
皇
が
山
科
言
国
に
命
じ
て
様
々
な
作
業
を
行
っ
て
い
る
記
録

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
土
御
門
天
皇
は
盆
山
を
愛
好
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

天
皇
の
御
前
で
「
ホ
ク
」
を
作
っ
た
と
い
う
『
言
国
卿
記
』
文
明
六
年
六
月
二
十

四
日
条
の
史
料
に
も
み
え
る
よ
う
に
、
直
接
盆
山
を
扱
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

盆
山
に
関
し
て
わ
ざ
わ
ざ
言
国
を
召
し
出
す
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
禁
裏
小
番
に
祗
候

し
た
際
に
天
皇
か
ら
盆
山
の
こ
と
を
ま
と
め
て
仰
せ
つ
か
る
こ
と
が
多
い
。「
盆
山

事
共
予
被
仰
付
了
」#3

「
今
日
盆
山
之
事
共
被
仰
付
了
」#4

な
ど
の
表
現
が
『
言
国
卿
記
』

に
多
出
す
る
。
盆
山
は
日
々
成
長
す
る
植
物
を
相
手
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
山
科
言

国
は
日
常
的
に
盆
山
の
育
成
・
管
理
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

言
国
は
、
日
常
的
管
理
の
他
に
、
盆
山
の
植
え
替
え
や
新
た
な
盆
山
の
作
成
を
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す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。『
言
国
卿
記
』
文
明
八
年
九
月
二
十
六
日
条
に
は
、

一
、
今
日
八
王
子
山
ニ
上
、
自
　
禁
裏
被
仰
石
ニ
ウ
ワ
ル
ヘ
キ
少
木
共
取
也
、
同

八
王
子
三
社
ヘ
参
詣
申
也
、
供
兵
衛
、
式
部
也
、
軈
而
木
共
ヤ
ト
シ
置
了

と
あ
り
、
応
仁
・
文
明
の
乱
を
さ
け
て
の
疎
開
中
の
坂
本
の
日
吉
神
社
の
境
内
か
ら
、

勅
命
で
木
を
取
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
た#5

。

言
国
は
、
禁
裏
か
ら
盆
山
を
預
か
る
こ
と
も
多
く
、『
言
国
卿
記
』
明
応
二
年
三

月
二
日
条
に
「
一
、
自
　
禁
裏
御
盆
山
ヲ
被
預
下
畢
、
大
十
石
也
」
と
あ
り
、
大
石

を
一
〇
個
も
預
け
ら
れ
て
お
り
、
相
当
数
の
盆
山
を
育
成
し
た
と
思
わ
れ
る
。
他
に

既
成
の
盆
山
を
預
け
ら
れ
て
直
す
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た
り#6

、
預
か
っ
た
盆
山
を
返
す

よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
も
確
認
さ
れ#7

、
言
国
は
自
宅
に
お
い
て
も
相
当
数
の
盆
山

を
育
成
・
管
理
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
言
国
は
毎
日
盆
栽
を
扱
い
、
そ
の
日

常
は
あ
た
か
も
盆
栽
職
人
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
後
土
御
門
天
皇
の
子
後
柏
原
天
皇
（
即
位
は
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）、
後

土
御
門
天
皇
崩
御
に
よ
る
）
も
盆
山
を
愛
好
し
た
。
残
存
す
る
『
言
国
卿
記
』
の
大

半
は
後
土
御
門
天
皇
の
治
世
の
も
の
で
あ
り
、
後
柏
原
天
皇
の
治
世
の
記
録
は
文
亀

元
年
（
一
五
〇
一
）
・
二
年
分
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
、
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
こ

ろ
か
ら
言
国
は
病
が
ち
に
な
り
、
禁
裏
小
番
も
子
息
言
綱
が
勤
め
る
こ
と
も
多
く
、

言
国
の
出
仕
は
か
な
り
不
安
定
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
盆
山
の
記
録
は
文
亀

年
間
に
は
か
な
り
多
い
。
文
亀
元
年
四
月
十
七
日
に
盆
山
の
石
を
二
個
預
け
ら
れ
た

が
、
四
月
十
九
日
に
進
上
し
た
際
に
は
、「
一
、
禁
裏
へ
一
昨
日
被
仰
下
御
石
ニ
竹

ヲ
付
遣
之
、
持
之
進
上
也
、
事
外
御
ホ
ウ
ヒ
也
、
見
事
ナ
ル
由
仰
被
下
畢
」#8

と
あ
っ

て
、
盆
山
を
こ
と
の
ほ
か
ほ
め
て
い
る
。
後
柏
原
天
皇
は
後
土
御
門
天
皇
と
ち
が
っ

て
た
て
花
は
あ
ま
り
好
ま
ず
、
連
歌
も
あ
ま
り
行
わ
な
か
っ
た#9

。
し
か
し
、
盆
山
は

父
帝
以
上
に
好
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
伏
見
宮
邦
高
親
王
も

盆
山
を
言
国
に
あ
ず
け
た
り$0

、
言
国
が
伏
見
宮
に
祗
候
し
た
と
き
に
盆
山
の
直
し
を

命
じ
た
こ
と
も
あ
っ
た$1

。

こ
の
よ
う
に
禁
裏
に
お
い
て
は
、
後
土
御
門
天
皇
・
後
柏
原
天
皇
と
も
に
盆
山
を

愛
好
し
、
山
科
言
国
と
い
う
”公
家
“は
そ
の
日
常
的
な
育
成
・
管
理
の
ほ
か
に
、
新

た
な
盆
山
の
作
成
も
自
ら
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
青
侍
層
の
盆
山
作
成

山
科
家
の
家
礼
大
沢
久
守
も
盆
山
を
作
成
し
て
い
た
。
主
人
で
あ
る
言
国
が
禁
裏

に
お
け
る
盆
山
の
管
理
・
育
成
に
深
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
個
人
的

に
も
盆
山
を
保
有
し
て
い
た
よ
う
だ
。『
山
科
家
礼
記
』
延
徳
四
年
（
一
四
九
二
）
五

月
十
九
日
条
に
は
、「
海
石
盆
山
白
シ
ン
ウ
へ
候
」
と
あ
り
、
盆
山
に
ビ
ャ
ク
シ
ン

を
植
え
て
い
る
ほ
か
、『
山
科
家
礼
記
』
九
月
十
二
日
条
に
は
「
彦
兵
衛
料
ゆ
を
た

き
入
候
、（
中
略
）
予
盆
山
石
一
預
候
也
」
と
あ
り
、
同
族
の
彦
兵
衛
へ
盆
山
を
預

け
て
い
る
。
ほ
か
に
、
飯
尾
肥
後
守$2

や
伏
見
宮$3

か
ら
も
直
接
盆
山
を
預
か
っ
て
お
り
、

ま
た
、
千
阿
弥
な
る
人
物
と
久
守
が
盆
山
を
交
換
し
て
い
る$4

。
久
守
の
盆
山
育
成
技

能
も
世
に
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

大
沢
久
守
は
山
科
家
の
家
礼
で
あ
り
、
公
家
の
家
政
機
関
の
構
成
員
で
あ
る
諸
大

夫
＝
「
青
侍
」
で
あ
っ
た
が
、
公
家
の
青
侍
層
の
な
か
に
盆
山
作
成
技
能
に
優
れ
た

も
の
が
ほ
か
に
も
存
在
し
て
い
た
。『
言
国
卿
記
』
文
亀
元
年
五
月
十
一
日
条
に
は
、

「
一
、
御
盆
石
木
ヲ
予
ニ
被
付
了
、
又
西
向
被
置
大
ナ
ル
石
ニ
モ
予
被
仰
付
、
加
田

次
郎
左
衛
門
・
同
庭
田
青
侍
彦
三
郎
、
木
ヲ
付
け
サ
せ
畢
、
此
両
人
ニ
御
銚
子
申
出
、

タ
ヘ
サ
せ
畢
」
と
あ
っ
て
庭
田
家
の
青
侍
と
と
も
に
加
田
次
郎
左
衛
門
が
盆
山
を
作

っ
て
い
る
。
や
は
り
、
青
侍
層
の
人
物
で
も
盆
山
を
直
接
扱
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

よ
う
。
白
川
忠
富
王
の
青
侍
で
あ
っ
た
加
田
次
郎
左
衛
門
は$5

、『
言
国
卿
記
』
文
亀

元
年
八
月
六
日
条
「
御
盆
山
石
ニ
木
ヲ
予
ニ
付
カ
ヘ
サ
せ
ラ
レ
畢
、
加
田
次
郎
左
衛
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門
尉
召
、
石
ノ
苔
ツ
チ
申
付
了
」
と
あ
り
、
盆
山
用
の
苔
を
言
国
が
申
し
付
け
た
こ

と
も
あ
っ
た
ほ
か
、
禁
裏
に
猿
楽
が
伺
候
す
る
際
に
準
備
を
し
た
り$6

、
禁
裏
の
松
を

透
か
す
な
ど$7

、
禁
裏
の
庭
に
関
与
が
深
い
一
方
で
、
禁
裏
の
使
者
と
し
て
現
れ
た
り$8

、

禁
裏
御
倉
の
出
納
に
関
わ
る
な
ど
の
活
動
も
み
え
る$9

。

こ
の
よ
う
に
、
公
家
の
青
侍
層
に
も
盆
山
を
愛
好
・
作
成
す
る
人
物
が
存
在
し
、

禁
裏
に
お
い
て
も
盆
山
を
作
成
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

第
三
節
　
河
原
者
と
盆
山

と
こ
ろ
で
、
丹
生
谷
哲
一
・
川
嶋
将
生
氏
と
も
に
、
河
原
者
が
盆
山
を
作
成
す
る

こ
と
に
着
目
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
特
に
注
目
を
あ
つ
め
た
の
は
、
山
科
家
記
録
に
あ

ら
わ
れ
る
川
崎
入
道
で
あ
る
。

『
言
国
卿
記
』
文
明
十
年
十
一
月
二
十
一
日
条
に
は
（
括
弧
内
は
引
用
者
註
）、

一
、
青
蓮
シ
ヤ
ウ
シ
ヨ
ウ
（
尊
応
か
？
）
使
者
カ
わ
サ
キ
入
道
ト
テ
ホ
ク
ツ
ク
ル

者
御
庭
ニ
参

へ
メ
サ
レ

、
御
石
共
ツ
ク
ラ
せ
ラ
レ
畢

と
あ
る
。
丹
生
谷
氏
は
「
ホ
ク
＝
菊
」
説
を
唱
え
た
が
、
本
論
第
一
章
で
述
べ
た
よ

う
に
、
ホ
ク
は
盆
山
の
呼
称
で
あ
る
。
川
崎
入
道
は
こ
の
あ
と
『
言
国
卿
記
』
に
四

日
連
続
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
二
十
二
日
条
「
か
わ
キ
（
サ
脱
カ
）
今
日
モ
参
、
御
石

仕
也
」、
二
十
三
日
条
「
カ
わ
サ
キ
今
日
参
、
石
ニ
物
ウ
ヘ
サ
せ
畢
」
と
あ
り
、
い

ず
れ
も
石
に
対
し
て
の
作
業
を
し
て
お
り
、
石
に
何
ら
か
の
小
型
の
植
物
を
付
け
る

作
業
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
翌
二
十
四
日
条
に
は
「
カ
わ
サ
キ
暮
程
ニ
罷
帰
也
、
御

小
袖
ヲ
被
下
了
、
梅
染
也
、
畏
入
由
申
也
、
面
目
ヲ
モ
イ
テ
也
、
夕
飯
モ
民
部
卿

（
白
川
忠
富
王
）
ウ
ケ
タ
マ
わ
り
ク
わ
せ
ラ
レ
了
」
と
あ
っ
て
、
川
崎
入
道
に
禄
と
し

て
梅
染
の
小
袖
を
下
賜
さ
れ
、
言
国
が
申
次
を
し
て
い
る
。
山
科
家
記
録
に
川
崎
入

道
が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
こ
れ
が
最
初
で
あ
り
、
二
十
一
日
条
の
記
載
が
伝
聞
の
形
を

と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
言
国
と
の
所
縁
は
こ
れ
以
前
に
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。『
山
科
家
礼
記
』
に
は
文
明
十
二
年
七
月
三
十
日
条
に
「
川
崎
出
来
候
、

酒
・
さ
う
め
ん
、
盆
山
な
お
し
て
返
候
也
」
と
あ
っ
て
、
大
沢
久
守
に
盆
山
を
預
け

た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。『
言
国
卿
記
』
に
お
い
て
は
、
文
明
十
三
年
正
月
十
一
日

条
に
「
彼
（
川
カ
）
崎
入
道
参
、
以
予
御
木
石
共
事
被
仰
也
、
御
酒
ヲ
被
下
」
と
あ

る
が
、
ホ
ク
が
漢
字
の
「
木
」
を
宛
て
た
も
の
と
考
え
れ
ば
、
こ
れ
も
盆
山
に
関
す

る
作
業
で
あ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
二
十
五
日
条
に
は
「
此
間
被
作
御
ホ
ク
ノ
石
、

皮
（
川
カ
）
崎
入
道
持
参
、
二
也
、
民
部
卿
（
白
川
忠
富
王
）
申
次
畢
」
と
あ
る
が
、

盆
山
を
作
成
し
て
禁
裏
に
進
上
し
た
情
報
が
言
国
に
入
っ
て
き
て
お
り
、
同
日
条
に

は
「
予
留
寸
（
守
カ
）
皮
崎
入
道
来
云
々
」
と
あ
っ
て
禁
裏
に
参
仕
し
た
際
に
言
国

以
外
の
人
物
が
取
次
を
し
た
場
合
で
も
挨
拶
に
出
向
い
て
い
た
。
山
科
家
が
禁
裏
の

盆
山
に
深
く
関
与
を
し
て
い
る
「
家
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
故
で
あ
ろ
う
。

山
科
家
記
録
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
記
録
は
、
青
蓮
院
の
配
下
で
あ
っ
た
川
崎

入
道
が
禁
裏
に
参
入
し
、
盆
山
を
作
成
し
た
史
料
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
川
崎
入
道
は

後
に
川
崎
庭
者
と
称
さ
れ
る
川
崎
村
の
河
原
者
集
団
の
頭
目
的
存
在
と
考
え
ら
れ
る%0

。

丸
島
秀
夫
氏
の
指
摘
が
あ
る
通
り
、
公
方
御
庭
者
の
善
阿
弥
も
足
利
義
政
か
ら
盆
山

の
作
成
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
預
か
っ
た
り
し
て
お
り%1

、
ま
た
『
言
国
卿
記
』
文
明
十
年

十
一
月
二
十
四
日
条
に
は
「
御
庭
者
□
小
四
郎
ニ
予
ウ
ケ
タ
マ
わ
（
リ
脱
カ
）
テ
メ

シ
、
御
石
ニ
物
ウ
ヘ
サ
せ
畢
」
と
あ
り
、
禁
裏
御
庭
者
小
四
郎
も
盆
山
を
作
成
し
て

い
る
。
作
庭
技
能
を
も
つ
御
庭
者
が
石
と
植
物
を
組
み
合
わ
せ
る
盆
山
に
も
秀
で
た

技
能
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

※

こ
の
よ
う
に
、
公
家
や
そ
の
青
侍
層
も
盆
山
に
直
接
の
作
業
を
施
し
て
作
成
し
て
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い
た
と
考
え
ら
れ
、「
盆
山
」
の
作
成
技
能
は
、
河
原
者
や
御
庭
者
の
み
に
み
ら
れ

た
技
能
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
盆
山
は
禁
裏
に
お
い
て
は
主
と
し
て
庭
に
お
か
れ

て
い
た
が
、
そ
の
管
理
に
は
山
科
言
国
自
身
が
関
与
し
、
川
崎
入
道
な
ど
河
原
者

ば
か
り
で
な
く
青
侍
層
も
関
与
し
て
い
た
事
を
考
え
れ
ば
、
禁
裏
の
「
庭
」
と

い
う
”場

“が
、
様
々
な
身
分
的
階
層
に
よ
る
作
業
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
要
素
を
も

つ
こ
と
に
も
留
意
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う%2

。

第
三
章
　
山
科
家
の
盆
山
と
山
科
七
郷
柴
公
事
銭
問
題

第
一
節
　
盆
山
を
通
じ
た
交
遊

さ
て
、
前
章
で
は
主
に
禁
裏
の
盆
山
と
言
国
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、

『
山
科
家
礼
記
』『
言
国
卿
記
』
に
は
山
科
言
国
や
大
沢
久
守
が
請
わ
れ
て
盆
山
を
遣

わ
し
た
記
事
も
多
く
登
場
す
る
。『
言
国
卿
記
』
文
明
十
三
年
六
月
二
十
日
条
に
は

「
一
、
統
秋

談
畢
、
松
木
予
所
持
盆
山
石
所
望
間
、
秘
蔵
石
一
遣
也
、
統

秋
松
へ

（
木
脱
カ
）

罷
由
申
間
、
石
状
ヲ
ソ
ヘ
遣
也
」
と
あ
り
、
楽
人
豊
原
統
秋
を
通
じ
て
の

松
木
宗
綱
の
所
望
に
対
し
て
、
言
国
は
秘
蔵
の
石
を
贈
っ
て
い
る
。
盆
山
の
や
り
と

り
は
公
家
社
会
の
交
遊
の
一
環
で
は
あ
っ
た
が
、
経
済
的
代
償
の
役
割
も
担
っ
て
い

た
。『
言
国
卿
記
』
明
応
三
年
二
月
二
十
日
条
に
は
「
一
、
今
日
姉
小
路
少
将
袍
、

表
袴
、
裾
以
下
借
用
、
遣
書
状
度
々
申
也
、
然
間
盆
山
所
望
之
間
持
遣
之
、
然
者
此

三
種
可
借
由
返
事
在
之
、
喜
入
了
」
と
、
姉
小
路
家
か
ら
装
束
を
借
り
る
代
償
と
し

て
盆
山
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
、
葉
室
光
忠
に
も
盆
山
を
所
望
さ
れ
た
が%3

、

葉
室
に
は
足
利
義
材
に
家
領
備
中
水
田
郷
の
こ
と
で
口
入
を
頼
ん
で
い
る%4

。
こ
の
よ

う
に
盆
山
は
、
進
物
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
。

足
利
義
政
の
盆
山
愛
好
は
先
行
研
究
に
詳
し
い
が
、
山
科
家
で
は
足
利
義
材%5

、
足

利
義
澄
（
後
述
）
に
盆
山
を
献
上
し
て
い
る
。
盆
山
の
愛
好
は
奉
行
人
層
に
も
広
が

っ
て
い
た
よ
う
で
、
飯
尾
肥
後
（
為
脩
）
が
大
沢
久
守
に
盆
山
を
も
ら
っ
て
お
り
、

ま
た
久
守
が
為
脩
と
盆
山
を
交
換
し
、
久
守
の
盆
山
は
結
城
某
に
渡
っ
た
こ
と
も
あ

っ
た%6

。
ま
た
、『
山
科
家
礼
記
』
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
四
月
九
日
条
に
は
、

一
、
今
日
細
川
殿
大
宅
里
上
山
ヘ
盆
山
石
ト
リ
ニ
被
出
候
也
、
二
郎
五
郎
、
中
務

子
所
ニ
て
馬
や
の
者
麦
飯
サ
せ
ヲ
ク
、
其
外
物
共
ヌ
ス
ム
、
曲
事
也

と
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
細
川
政
元
配
下
の
も
の
が
盆
山
の
石
を
山
科
東
庄
の
中
心
地

大
宅
に
も
と
め
た
こ
と
も
み
え
る
。
細
川
一
族
は
庭
づ
く
り
に
熱
心
で
あ
り
、
そ
の

こ
と
も
あ
っ
て
盆
山
を
愛
好
す
る
も
の
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る%7

。
武
家
の
間
に
も
盆

山
愛
好
は
広
が
っ
て
い
た
。
そ
の
他
に
、『
山
科
家
礼
記
』
に
は
菓
子
供
御
人
の
宇

治
八
郎
介
が
盆
山
を
久
守
に
預
け
た
記
載
が
あ
る%8

。

こ
の
よ
う
に
盆
山
は
社
会
の
広
い
階
層
に
愛
好
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
、

進
物
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
盆
山
を
所
望
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

山
科
家
が
多
く
の
優
れ
た
盆
山
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
故
で
あ

り
、
盆
山
を
「
預
け
る
」
と
い
う
行
為
は
山
科
家
が
盆
山
の
育
成
・
管
理
に
関
し
て

優
れ
た
技
能
を
保
持
し
て
い
た
故
で
あ
ろ
う
。
川
嶋
将
生
は
山
科
言
国
が
禁
裏
の
庭

園
の
管
理
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が%9

、
拙
稿
で
も
明
ら
か

に
し
た
よ
う
に
山
科
言
国
・
大
沢
久
守
は
立
花
の
原
型
で
あ
る
「
た
て
花
」
に
も
優

れ
て
お
り^0

、
植
物
全
般
に
関
し
て
優
れ
た
技
能
と
知
識
を
保
持
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
盆
山
の
育
成
・
管
理
・
作
成
に
関
す
る
技
能
も
、
こ
の
植
物
に
関
し
て
の
深

い
造
詣
を
背
景
に
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

山
科
家
で
は
「
た
て
花
」
の
花
材
を
家
礼
を
動
員
し
て
各
方
面
か
ら
収
集
し
、
ま

た
山
科
東
庄
内
か
ら
も
盛
ん
に
植
物
を
採
取
し
て
い
た^1

。
盆
山
に
付
け
た
植
物
に
関

し
て
は
記
載
が
ほ
と
ん
ど
伺
え
な
い
が^2

、
山
科
に
お
い
て
採
取
さ
れ
た
か
、
自
宅
で

育
成
し
て
い
た
可
能
性
は
高
か
ろ
う
。
ま
た
、
盆
山
の
材
料
と
な
る
石
の
採
取
に
家
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礼
を
動
員
し
て
い
る
事
例
が
確
認
さ
れ
る
。『
言
国
卿
記
』
文
明
八
年
九
月
二
日
条

に
は
、

一
、
今
日
長
門
守
上
洛
也
、（
中
略
）
伊
勢
ヨ
リ
石
ノ
ホ
せ
ラ
ル
ノ
、
坂
本
予
所

へ
ツ
ケ
ラ
ル
ヽ
間
、
其
ヲ
長
門
持
上
也

一
、
下
姿
ニ
テ
彼
御
石
持
参
、
正
親
町
シ
テ
進
上
也
、
召
上
喜
思
食
、
軈
而
予
着

装
束
可
祗
候
由
、
被
仰
下
也
、
則
参
彼
御
石
ニ
物
ヲ
被
付
了

と
あ
り
、
大
沢
久
守
（
長
門
守
）
が
わ
ざ
わ
ざ
伊
勢
か
ら
石
を
取
り
寄
せ
て
言
国
が

天
皇
に
進
上
し
、
命
ぜ
ら
れ
木
を
つ
け
て
い
る
。

ほ
か
に
、『
山
科
家
礼
記
』
文
明
十
二
年
八
月
十
八
日
条
に
は
「
山
上
盆
山
石
取

也
」
と
あ
り
、
翌
日
に
は
「
禁
裏
盆
山
石
二
御
進
也
」
と
あ
っ
て
、
山
科
庄
内
か
ら

も
石
を
調
達
し
て
い
る
。
さ
き
に
ふ
れ
た
細
川
政
元
が
大
宅
里
に
石
を
も
と
め
た
よ

う
に
、
山
科
庄
は
植
物
ば
か
り
で
な
く
石
も
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
地
で
あ
っ
た
。

山
科
家
は
、
盆
山
に
関
し
て
の
優
れ
た
技
能
と
と
も
に
原
材
料
を
調
達
す
る
条
件
に

恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
え
よ
う
。

第
二
節
　
七
郷
柴
公
事
銭
問
題
に
お
け
る
盆
山

山
科
家
に
と
っ
て
盆
山
は
、
階
層
を
問
わ
ず
交
遊
を
む
す
ぶ
ツ
ー
ル
と
も
な
っ
て

い
た
が
、
意
外
な
と
こ
ろ
で
役
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
ろ
、
山
科
七
郷
は
禁

裏
の
門
の
警
護
を
つ
と
め
る
こ
と
が
度
々
あ
っ
た^3

。
幕
府
の
諸
軍
勢
と
な
ら
ん
で
警

護
を
勤
め
た
こ
と
も
あ
り^4

、
禁
裏
に
と
っ
て
重
要
な
警
察
力
と
な
っ
て
い
た
。

文
亀
元
年
初
頭
か
ら
山
科
七
郷
は
禁
裏
警
護
の
代
償
と
し
て
、
柴
の
公
事
銭
の
免

除
を
も
と
め
て
い
た
。
禁
裏
は
女
房
奉
書
で
免
除
を
約
束
し
た
が^5

、
幕
府
の
許
可
は

お
り
ず^6

、
郷
民
は
警
護
を
渋
っ
て
い
た^7

。

こ
の
こ
ろ
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
伏
見
宮
も
盆
山
を
山
科
家
に
預
け
る
な
ど
し
て

い
た
が
、
そ
の
一
族
の
禅
僧
宗
山
等
貴
（
萬
松
軒
）
も
盆
山
に
関
心
を
し
め
し
て
い

た
。
宗
山
等
貴
は
南
禅
寺
禅
僧
で
あ
り
、
将
軍
の
猶
子
と
も
な
っ
て
い
た
が
、
禁
裏

の
和
漢
聯
句
御
会
や
連
歌
御
会
に
も
多
く
参
仕
し
て
い
た^8

。『
言
国
卿
記
』
文
亀
二

年
七
月
二
十
日
条
に
は
、

一
、
今
夕
萬
松
軒
ヨ
リ
御
書
被
下
、
盆
山
石海

石

給
之
、
せ
き
コ
ク
、
岩
レ
ン
ケ
、
其

外
可
然
物
可
付
進
由
被
仰
之
、
武
家
可
御
進
上
御
用
云
々

と
あ
り
、
言
国
は
宗
山
等
貴
か
ら
将
軍
進
上
の
た
め
の
盆
山
を
も
と
め
ら
れ
て
進
上

し
て
い
る
。

翌
日
の
『
言
国
卿
記
』
に
は
、

一
、
今
日
早
旦
ニ
万
松
ヨ
リ
承
石
色
々
付
進
上
也
、
書
状
ニ
テ
進
也
、
孫
四
郎
持

参
了
、
御
目
ヲ
被
驚
由
被
仰
也
、
祝
着
々
々

と
あ
り
、
進
上
し
た
盆
山
に
対
し
て
萬
松
軒
は
将
軍
が
目
を
驚
か
し
た
と
山
科
家
に

伝
え
て
い
る
。

山
科
七
郷
の
柴
公
事
銭
問
題
は
、
禁
裏
警
護
の
問
題
で
も
あ
っ
た
が
、
禁
裏
に
も
、

山
科
家
に
も
解
決
力
は
な
か
っ
た
。
禁
裏
の
盆
山
と
関
わ
り
を
も
ち
、
幕
府
に
直
接

の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
有
し
て
い
た
宗
山
等
貴
は
、
山
科
家
の
盆
山
の
価
値
を
利
用
し

て
事
態
の
解
決
を
図
ろ
う
と
画
策
す
る
。
文
亀
二
年
八
月
二
日
、
言
国
は
召
し
出
し

に
よ
り
禁
裏
に
参
上
し
て
い
る
。
同
日
の
『
言
国
卿
記
』
に
は
、

（
前
略
）
先
御
方
御
所
・
伏
見
殿
・
萬
松
軒
御
座
ニ
テ
色
々
物
語
在
之
、
武
家

盆
山
御
尋
在
之
、
進
上
可
然
歟
由
、
萬
松
被
仰
、
所
持
進
上
由
申
入
了
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と
あ
っ
て
、
将
軍
の
盆
山
へ
の
問
い
に
対
し
て
、
知
仁
親
王
（
後
奈
良
天
皇
）
の
御

所
に
お
い
て
伏
見
宮
、
宗
山
等
貴
と
相
談
し
、
盆
山
を
進
上
し
よ
う
と
の
こ
と
に
な

っ
た
。
翌
日
、
言
国
は
秘
蔵
の
ビ
ャ
ク
シ
ン
の
盆
山
を
進
上
し
た
。
翌
四
日
、
鞍
馬

に
参
詣
し
た
帰
り
、
言
国
は
ま
た
召
し
出
し
を
う
け
て
い
る
。『
言
国
卿
記
』
の
同

日
条
に
は
、

（
前
略
）
従
　
禁
裏
御
文
被
下
、
下
姿
ニ
テ
可
祗
候
、
山
科
七
郷
柴
公
事
御
奉

書
、
武
家
被
申
出
云
々
、
然
間
用
意
下
姿
ニ
テ
長
橋
局
祗
候
、
彼
御
奉
書
予
被

下
、
七
郷
ヲ
ト
ナ
共
召
上
、
可
申
之
由
被
仰
下
、
畏
入
由
申
了
目
出
々
々
、
御

奉
書
如
此
、
伝
奏
シ
テ
事
不
届
間
、
萬
松
軒
御
申
在
之
、
夜
前
奉
行
殿
中
へ
被

召
、
於
殿
中
ニ
テ

（
マ
マ
）

御
奉
書
被
書
云
々
、
厳
重
至
也

諸
口
柴
木
公
事
銭
事
、
為
御
料
所
雖
被
仰
付
、
今
北
孫
右
衛
門
尉
、
於
当

郷
者
、
就
　
禁
裏
御
門
以
下
警
固
之
儀
、
歎
申
之
条
被
閣
之
訖
、
若
寄
事

於
左
右
、
有
懈
怠
者
、
速
可
被
処
厳
科
之
由
、
被
仰
出
候
也
、
仍
執
達
如

件
文
亀
二

八
月
三
日
　
　
　
　
清
房
在
判

長
秀
同

山
科
七
郷
地
下
中

こ
の
よ
う
に
、
柴
公
事
の
免
除
の
幕
府
奉
行
人
奉
書
が
だ
さ
れ
た
こ
と
を
し
ら
さ

れ
た
。
萬
松
軒
の
口
入
で
奉
行
人
を
殿
中
に
呼
び
出
し
て
ま
で
書
か
せ
て
い
る
。

『
言
国
卿
記
』
文
亀
二
年
八
月
九
日
条
に
は
、

一
、
今
日
萬
松
軒
柳
一
荷

持
参
、
郷
中
之
今
度
之
御
奉
書
、
盆
山

ナ
ト
ニ
如
此
、
則
御
対
面
在
之
、
御
坏
ヲ
被
下
、
畏
入
了

と
あ
り
、「
盆
山
な
ど
で
解
決
す
る
と
は
」
と
い
う
感
想
を
記
し
て
い
る
。

こ
の
過
程
で
、
知
仁
親
王
の
御
所
で
萬
松
軒
は
伏
見
宮
と
の
相
談
を
し
て
お
り
、

山
科
家
に
盆
山
進
上
を
勧
め
る
こ
と
は
禁
裏
で
決
定
さ
れ
た
。
山
科
家→

萬
松
軒→

足
利
義
澄
と
い
う
ル
ー
ト
で
盆
山
は
進
上
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
文
書
の
発
行
は
、

足
利
義
澄→

幕
府
奉
行
人→

萬
松
軒→

山
科
家
と
い
う
ル
ー
ト
を
た
ど
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
通
常
の
ル
ー
ト
で
は
な
く
（
伝
奏
は
関
与
し
て
い
な
い
）、
細
川
政
元
の
添
状

も
な
い
。
山
科
家
の
盆
山
は
、
禁
裏
と
い
う
”場

“が
培
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
、

禁
裏
と
山
科
家
が
共
通
の
課
題
と
し
て
抱
え
て
い
た
七
郷
柴
公
事
銭
問
題
の
解
決
に

有
効
に
働
い
た
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

か
つ
て
、
将
軍
義
政
は
五
山
禅
寺
で
育
成
さ
れ
て
い
た
盆
山
を
徴
発
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
山
科
家
の
盆
山
は
、
五
山
禅
林
の
な
か
に
あ
っ
た
宗
山
等
貴
の
目
か
ら

み
て
も
見
事
な
も
の
で
あ
っ
て
、
将
軍
の
意
向
を
か
え
る
ほ
ど
の
文
化
的
技
量
を
備

え
て
お
り
、
禁
裏
と
い
う
”場

“に
お
か
れ
た
盆
山
と
そ
の
管
理
・
育
成
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
山
科
言
国
の
技
量
が
優
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
応
仁
・
文
明
の
乱
後
の
禁
裏
と
い
う
”場

“は
、
制
約
は
あ
っ
た
も
の
の
、
多
様

な
文
化
事
象
が
展
開
し
、
様
々
な
身
分
階
層
の
人
間
が
行
き
か
う
ひ
と
つ
の
サ
ロ
ン

と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

従
来
の
研
究
で
は
、
盆
山
は
中
国
渡
来
の
文
化
で
あ
る
と
い
う
側
面
が
強
調
さ
れ

て
き
た
が
、
山
科
言
国
に
は
”漢

“の
素
養
が
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
な
い
。
先
行
研
究

が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
盆
山
は
、
蓬
莱
山
な
ど
の
理
想
郷
を
石
と
植
物
の

サ
ウ
メ
ン
一
折

ヲ
シ
ウ
リ
一
盆
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組
み
合
わ
せ
に
よ
る
小
世
界
と
し
て
構
成
す
る
と
い
う
出
発
点
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

石
と
植
物
の
組
み
合
わ
せ
や
、
植
物
の
か
た
ち
自
体
が
発
す
る
美
的
価
値
に
着
目
す

る
と
、
花
を
た
て
て
そ
の
美
的
印
象
を
鑑
賞
す
る
立
花
に
近
い
価
値
を
見
出
す
こ
と

も
で
き
よ
う
。
少
し
時
代
は
下
る
が
、
天
文
花
伝
書
群
は
、
視
覚
的
な
美
と
そ
の

”場
“に
ふ
さ
わ
し
い
装
飾
を
作
り
出
す
た
め
の
慣
習
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

言
国
が
培
っ
て
い
た
盆
山
の
作
成
・
管
理
・
育
成
の
技
術
も
、
思
想
を
背
景
と
し
た

も
の
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
様
々
な
思
想
と
美
的
価

値
が
交
錯
す
る
乱
世
に
あ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
文
化
事
象
と
し
て
の
盆
山
の
位
置
を

確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
盆
山
は
様
々
な
階
層
の
人
間
が
愛
好
し
、
そ
の
作
成
・
育
成
も
様
々
な
階

層
の
人
間
が
携
わ
っ
て
い
た
事
実
を
山
科
家
記
録
は
物
語
っ
て
い
る
。「
ホ
ク
」
を

菊
作
り
と
解
釈
さ
れ
た
丹
生
谷
氏
は
、
重
陽
の
節
会
に
お
い
て
長
寿
を
願
う
菊
水
を

採
取
す
る
菊
が
、
河
原
者
の
手
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
こ
と
を
菊
慈
童
の
説
話
と
む

す
び
つ
け
て
お
ら
れ
る^9

。
し
か
し
、
河
原
者
が
「
盆
山
」
を
作
成
し
た
背
景
は
、
庭

者
と
し
て
の
植
栽
技
術
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
庭
者
に
限
ら
れ

た
特
殊
な
技
能
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
近
世
初
頭
に
は
姿
を
消
す
「
庭
者
」

や
庭
園
植
栽
と
い
う
”業

“の
位
相
、
さ
ら
に
は
菊
を
植
え
た
声
聞
師
た
ち
の
も
つ
予

祝
的
能
力
と
の
か
か
わ
り
も
今
後
追
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

山
科
家
記
録
に
お
け
る
「
ホ
ク
」
と
「
盆
山
」
に
関
す
る
記
載
は
豊
富
で
あ
り
、

本
論
で
は
そ
の
一
部
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
歴
史
学
・
園
芸
史
・
美

術
史
な
ど
か
ら
今
後
多
角
的
な
分
析
が
必
要
で
あ
る
。
本
論
で
は
、『
言
国
卿
記
』

に
お
い
て
「
ホ
ク
」
と
い
う
呼
称
が
盆
山
へ
と
変
化
す
る
背
景
に
つ
い
て
、
禁
裏
と

い
う
”場

“の
文
化
的
環
境
を
み
た
が
、「
は
じ
め
に
」
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
石
を

め
ぐ
っ
て
の
美
術
的
視
線
の
変
化
、
特
に
書
院
飾
に
お
け
る
「
盆
山
」
の
位
置
づ
け

を
め
ぐ
っ
て
、
立
花
を
中
心
と
し
た
装
飾
芸
術
の
様
式
的
完
成
と
の
関
係
か
ら
今
後

の
議
論
が
さ
ら
な
る
考
究
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
課
題
が
提
示
さ
れ

る
中
に
あ
っ
て
、
具
体
的
事
例
や
新
た
な
視
覚
か
ら
の
研
究
が
活
況
を
呈
し
て
い
る

と
は
言
い
難
い
”東
山
文
化
像
“
の
再
検
討
の
一
素
材
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、

筆
を
擱
く
こ
と
と
し
よ
う
。

注q

「
書
院
押
板
真
飾
」（
享
保
元
年
相
伝
）
所
載
の
図
に
は
石
と
砂
の
組
み
合
わ
せ
た

も
の
の
挿
絵
の
横
に
「
盆
山
」
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。（
岡
田
幸
三
「
盆
石
・
盆
山

と
花
」『
図
説
い
け
ば
な
大
系
』
第
六
巻
　
角
川
書
店
　
一
九
七
三
）

w

特
に
石
付
盆
栽
と
し
て
の
「
盆
山
」
は
天
文
花
伝
書
の
な
か
で
の
「
砂
の
物
」
の

な
か
で
容
姿
の
点
で
類
似
し
て
い
る
も
の
が
確
認
さ
れ
る
。
立
花
に
お
け
る
「
砂
の

物
」
の
呼
称
は
、
平
た
い
花
器
に
立
て
る
花
の
意
で
は
あ
る
が
、
現
在
で
い
う
「
水

石
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
尾
張
徳
川
家
の
「
夢
の
浮
橋
」
は
義
直
没
後
の
﹇
慶
安
四
年

尾
張
徳
川
家
御
道
具
帳
﹈
で
は
「
一
　
夢
ノ
浮
橋
　
　
砂
之
物
石
」
と
表
記
さ
れ
て

い
た
。（
矢
野
環
氏
の
御
指
摘
に
よ
る
）。
石
付
盆
栽
・
立
花
・
盆
石
が
石
を
め
ぐ
っ

て
の
美
術
的
鑑
賞
の
あ
り
方
の
な
か
で
、
錯
綜
し
て
い
た
状
況
を
あ
ら
わ
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

e

風
間
書
房
　
一
九
八
〇

r

講
談
社
　
一
九
八
五

t

村
上
朝
子
、
仲
隆
祐
、
藤
井
英
二
郎
「
住
宅
に
お
け
る
植
栽
意
匠
、
特
に
い
け
ば

な
や
盆
栽
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
史
的
考
察
」『
造
園
雑
誌
』
五
六
（
五
）、
村
上
朝

子
、
藤
井
英
二
郎
「
立
花
お
よ
び
盆
栽
と
庭
園
植
栽
意
匠
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
史

的
考
察
」『
造
園
雑
誌
』
五
七
（
五
）

y

『
中
世
の
民
衆
と
芸
能
』「
山
水
河
原
者
」（
阿
吽
社
　
一
九
八
六
）

u

「
河
原
者
・
菊
・
天
皇
」『
日
本
歴
史
』
五
〇
二
、「
中
世
公
武
政
権
と
河
原
者
の

位
相
」（『
日
本
中
世
の
身
分
と
社
会
』

塙
書
房
　
一
九
九
三
）

i

川
嶋
将
生
は
、
後
に
「
山
科
家
を
め
ぐ
る
散
所
と
河
原
者
」（『
洛
中
洛
外
の
社
会

史
』
思
文
閣
出
版
　
一
九
九
九
）
に
お
い
て
『
言
国
卿
記
』
の
文
化
史
的
史
料
価
値

を
高
く
評
価
し
た
も
の
の
、
同
論
文
で
は
丹
生
谷
説
を
援
用
し
て
い
る
。

o

「
河
原
者
・
菊
・
天
皇
」『
日
本
歴
史
』
五
〇
二

!0

『
言
国
卿
記
』
文
明
七
年
四
月
五
日
条

!1

『
言
国
卿
記
』
文
明
七
年
四
月
十
日
条

832

九
六
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九
七

山
科
家
記
録
に
お
け
る
「
ホ
ク
」
と
「
盆
山
」

!2

『
言
国
卿
記
』
文
明
六
年
七
月
九
日
条

!3

『
言
国
卿
記
』
明
応
二
年
三
月
二
十
四
日
条

!4

『
言
国
卿
記
』
明
応
三
年
四
月
一
日
条

!5

『
言
国
卿
記
』
文
亀
元
年
四
月
十
九
日
条

!6

菅
原
正
子
「
公
家
衆
の
在
国
」（『
中
世
公
家
の
経
済
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館

一
九

九
七
）

!7

酒
井
信
彦
「
応
仁
の
乱
と
朝
儀
の
再
興
」『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
五
号

!8

拙
稿
「
後
土
御
門
天
皇
連
句
文
芸
御
会
の
歴
史
的
位
相
」『
藝
能
史
研
究
』
一
七
八
号

!9

拙
稿
「
後
土
御
門
天
皇
連
句
文
芸
御
会
の
歴
史
的
位
相
」『
藝
能
史
研
究
』
一
七
八
号

@0

『
山
科
家
礼
記
』
同
日
条

@1

拙
稿
「
後
土
御
門
天
皇
期
の
禁
裏
に
お
け
る
猿
楽
興
行
の
諸
様
相
〜
公
家
集
団
の

申
沙
汰
を
中
心
に
〜
」『
藝
能
史
研
究
』
一
六
九
号

@2

「
蘭
坡
景

小
論
」『
国
文
学
攷
』
四
八
号

こ
の
ほ
か
に
当
時
の
禁
裏
に
お
け
る
連
句
文
芸
御
会
の
隆
盛
に
関
し
て
、「
聯
句
連

歌
会
の
実
態
」『
連
歌
と
そ
の
周
辺
』（
中
世
文
芸
叢
書
別
巻
一
　
広
島
中
世
文
学
会

一
九
六
七
）。
朝
倉
尚
「
禁
裏
月
次
連
歌
連
句
活
動
と
禅
僧
」（『
連
歌
と
中
世
文
芸
』

一
九
七
六
　
角
川
書
店
）。
朝
倉
尚
『
宗
山
等
貴
、
就
山
永
崇
』（
清
文
堂
　
一
九
九

〇
）
な
ど
が
あ
る
。

@3

『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
文
明
十
年
十
二
月
三
日
を
初
見
と
す
る
。
三
体
詩
の
談

義
が
終
了
し
た
後
、
黄
山
谷
の
談
義
が
は
じ
ま
り
、
文
明
十
五
年
ま
で
続
く
。

@4

朝
倉
尚
氏
は
文
明
十
七
年
か
ら
開
始
さ
れ
る
月
次
内
々
和
漢
聯
句
御
会
に
お
い
て

指
導
者
・
ゲ
ス
ト
的
立
場
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

@5

文
明
年
間
初
期
に
は
和
漢
聯
句
御
会
は
年
に
一
〜
二
回
確
認
さ
れ
る
の
み
で
あ
る

が
、
文
明
十
一
年
に
は
一
二
回
・
文
明
十
二
年
に
は
七
回
・
文
明
十
三
年
に
は
月
次

外
様
和
漢
聯
句
御
会
が
七
月
に
開
始
さ
れ
、
臨
時
の
御
会
も
含
め
る
と
一
八
回
が
確

認
さ
れ
る
。
文
明
九
年
か
ら
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
が
残
存
し
て
お
り
、
禁
裏
に

お
け
る
文
芸
御
会
の
記
録
が
増
加
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
蘭
坡
景

の
談
義
以

降
の
増
加
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

@6

丸
島
秀
夫
氏
前
掲
書

@7

菅
原
正
子
『
中
世
公
家
の
経
済
と
文
化
』（
吉
川
弘
文
館
　
一
九
九
七
）

@8

室
町
初
期
の
山
科
家
の
当
主
で
あ
っ
た
教
言
の
日
記
『
教
言
卿
記
』
も
和
文
体
で

記
さ
れ
て
お
り
、
山
科
家
に
お
い
て
は
累
代
の
日
記
は
和
文
体
で
記
さ
れ
る
慣
習
で

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
教
言
は
空
応
明
応
に
参
禅
し
、
禅
学
に
関
す
る
記
録
も
多

い
が
、
盆
山
に
関
す
る
史
料
は
ま
っ
た
く
登
場
し
な
い
。「
ホ
ク
」
に
お
い
て
も
同
様

で
あ
る
。

@9

丸
島
秀
夫
氏
前
掲
書

#0

芳
賀
幸
四
郎
『
東
山
文
化
』
河
出
書
房
　
一
九
四
五
　
　

#1

拙
稿
「
山
科
家
と
「
た
て
花
」
│
中
世
末
期
公
家
社
会
の
文
化
史
的
考
察
」『
立
命

館
史
学
』
二
六
号

#2

丸
島
秀
夫
氏
前
掲
書

#3

『
言
国
卿
記
』
明
応
二
年
六
月
四
日
条

#4

『
言
国
卿
記
』
明
応
四
年
十
月
十
日
条

#5

応
仁
・
文
明
の
乱
を
さ
け
て
の
山
科
家
の
疎
開
中
の
生
活
に
つ
い
て
は
下
坂
守

「
坂
本
の
寺
家
御
坊
と
山
科
家
」『
中
世
寺
院
社
会
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
　
二
〇
〇

一
）
に
く
わ
し
い
。

#6

『
言
国
卿
記
』
明
応
三
年
三
月
六
日
条

#7

『
言
国
卿
記
』
文
亀
元
年
四
月
十
七
日
条

#8

『
言
国
卿
記
』
文
亀
元
年
四
月
十
九
日
条

#9

両
角
倉
一
「
後
土
御
門
天
皇
連
歌
壇
の
作
品
に
つ
い
て
」『
山
梨
県
立
女
子
短
大
紀

要
』
三
（
一
九
七
三
）

$0

『
言
国
卿
記
』
文
亀
元
年
閏
六
月
一
日
条

$1

『
言
国
卿
記
』
文
亀
二
年
七
月
二
十
日
条

$2

『
山
科
家
礼
記
』
延
徳
三
年
三
月
十
一
日
条

$3

『
山
科
家
礼
記
』
長
享
二
年
九
月
二
十
日
条

$4

『
山
科
家
礼
記
』
明
応
元
年
十
一
月
十
九
日
条
。
千
阿
弥
に
つ
い
て
は
、
村
井
康

彦
氏
、
家
塚
智
子
氏
な
ど
の
論
及
が
あ
る
が
、
こ
の
千
阿
弥
は
久
守
宅
に
毎
月
十
六

日
前
後
に
現
れ
て
食
事
を
供
さ
れ
て
お
り
、
僧
侶
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
同
朋
衆

の
千
阿
弥
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

$5

『
実
隆
公
記
』
明
応
七
年
十
二
月
一
日
条
に
は
「
入
夜
御
製
可
拝
見
之
由
、
被
仰

下
之
、
愚
意
之
所
存
申
入
之
、
加
田
次
郎

伯
　
青
　
侍
　
也

左
衛
門
持
来
之
間
、
賜
一
盞
了
」
と
あ
り
、

白
川
忠
富
王
の
青
侍
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
白
川
忠
富
王
は
後
土
御
門
天
皇

の
側
近
で
あ
る
。
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九
八

$6

『
言
国
卿
記
』
文
亀
二
年
正
月
十
四
日
条

$7

『
言
国
卿
記
』
明
応
七
年
四
月
三
十
日
条

$8

『
言
国
卿
記
』
文
亀
元
年
七
月
二
十
日
条

$9

『
言
国
卿
記
』
文
亀
元
年
十
二
月
月
十
六
日
条

%0

川
嶋
将
生
「
川
崎
村
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」『
中
世
京
都
文
化
の
周
縁
』（
思
文
閣

出
版
　
一
九
九
二
）

%1

丸
島
秀
夫
氏
前
掲
書

%2

杉
山
美
絵
「
戦
国
期
の
禁
裏
に
お
け
る
声
聞
師
大
黒
の
存
在
形
態
」（『
藝
能
史
研

究
』
一
七
五
号
）
は
、
声
聞
師
大
黒
の
禁
裏
に
お
け
る
御
庭
者
と
し
て
の
活
動
か
ら

禁
裏
の
庭
に
お
け
る
特
権
独
占
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
禁
裏
の
「
庭
」
で
は

青
侍
に
よ
る
演
能
な
ど
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
ほ
か
、
言
国
な
ど
の
庭
園
に
関
わ
る

活
動
、
本
論
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
盆
山
に
か
か
わ
る
様
々
な
身
分
階
層
の
存
在
な

ど
、
多
面
的
要
素
を
も
つ
”場

“で
あ
っ
た
こ
と
に
も
今
後
着
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

%3

『
山
科
家
礼
記
』
延
徳
三
年
三
月
二
十
日
条

%4

『
山
科
家
礼
記
』
延
徳
三
年
十
月
十
七
日
条

%5

『
山
科
家
礼
記
』
延
徳
三
年
三
月
二
十
日
条

%6

『
山
科
家
礼
記
』
延
徳
三
年
四
月
三
日
条

%7

川
嶋
将
生
「
枯
山
水
と
山
水
河
原
者
」（『
中
世
京
都
文
化
の
周
縁
』
思
文
閣
出
版

一
九
九
二
）

%8

『
山
科
家
礼
記
』
延
徳
三
年
六
月
二
十
日
条

%9

「
山
科
家
を
め
ぐ
る
散
所
と
河
原
者
」（『
洛
中
洛
外
の
社
会
史
』
思
文
閣
出
版

一
九
九
九
所
収
）

^0

拙
稿
「
山
科
家
と
「
た
て
花
」
〜
中
世
末
期
公
家
社
会
の
文
化
史
的
考
察
〜
」『
立

命
館
史
学
』
二
六
号

^1

拙
稿
「
山
科
家
と
「
た
て
花
」
〜
中
世
末
期
公
家
社
会
の
文
化
史
的
考
察
〜
」『
立

命
館
史
学
』
二
六
号

^2

さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
坂
本
に
逃
避
生
活
を
送
っ
て
い
た
時
期
に
言
国
自
身
が
八

王
子
山
に
登
っ
て
植
物
を
採
取
し
て
い
る
事
例
が
わ
ず
か
に
確
認
さ
れ
る
。

^3

飯
倉
晴
武
「
山
城
国
山
科
七
郷
と
室
町
幕
府
」（『
日
本
古
代
中
世
史
の
地
方
史
的

展
開
』
吉
川
弘
文
館
　
一
九
七
二
）

^4

『
言
国
卿
記
』
文
亀
二
年
八
日
十
七
日
条

^5

「
後
柏
原
天
皇
女
房
奉
書
」『
言
国
卿
記
』
文
亀
元
年
二
月
五
日
条
所
載

^6

『
言
国
卿
記
』
文
亀
元
年
二
月
十
五
日
条
。
奉
書
が
下
り
な
い
た
め
、
郷
民
は
拒

否
。
同
文
亀
元
年
二
月
十
七
日
、
伝
奏
を
介
し
て
の
工
作
も
失
敗
。

^7

『
言
国
卿
記
』
文
亀
元
年
閏
六
月
五
日
条
で
は
、
柴
木
公
事
銭
の
免
除
が
降
り
な

い
こ
と
を
理
由
に
再
び
拒
否
。
そ
の
後
言
国
ら
の
説
得
も
あ
っ
て
七
月
二
十
三
日
に

は
出
仕
を
約
束
し
た
が
、
勝
手
に
退
出
す
る
な
ど
非
協
力
的
で
あ
っ
た
。

^8

朝
倉
尚
『
宗
山
等
貴
　
就
山
永
崇
』
清
文
堂

一
九
九
〇

^9

「
河
原
者
・
菊
・
天
皇
」『
日
本
歴
史
』
五
〇
二
、「
中
世
公
武
政
権
と
河
原
者
の

位
相
」（『
日
本
中
世
の
身
分
と
社
会
』
塙
書
房

一
九
九
三
）

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

（
付
記
）

本
稿
の
執
筆
者
で
あ
る
小
森
崇
弘
君
は
、
二
〇
〇
八
年
一
月
二
十
五
日
急
逝
さ
れ
た
。

心
よ
り
御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。
し
た
が
っ
て
校
正
は
川
嶋
が
責
任
を
も
っ
て
行
っ
た
。

（
川
嶋
将
生
記
）


